
昭和 16 年 遠山小学校講堂前にて（現・成田市）
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展示情報



第１章
幼少期の好奇心

第２章
「民の暮らし」への まなざし

第３章
あつめて　くらべる

第６章 
柳田國男と千葉

柳田國男直筆原稿・メモ

第５章　書籍を彩った人々
―装幀・挿画・題字―

第４章 
こどもたちのことば

第７章 
生きものへのまなざし

　2025 年（令和 7年）は民俗学者・
柳田國男の生誕 150 周年です。
　本展示では 2023 年（令和 5年）に
当館へ寄贈された柳田國男著作初版本
コレクションを主な展示資料として、
民俗学者・柳田國男と千葉の関わりや、
柳田がなぜ民の暮らしに関心をもち、
いかにしてそれを明らかにしようとし
たかをご紹介します。

「初期三部作」 と呼ばれる 『後狩詞記』

『石神問答』 『遠野物語』 （当館蔵）

（左） 柳田國男、 （右） 成田に住んだ
作家の水野葉舟               （個人蔵）

のちの柳田に影響を与えた
こども時代の体験とは。

農政官僚としての経験、
文人たちとの交流をもとに
柳田は執筆を始める。

ことばの収集や、全国各地での
聞き書きをもとにした研究の成果。

こどもの使う言葉への興味、
そして柳田による教科書監修。

柳田著作本の装幀や挿絵を手掛けた
人物たちとは。

生きものの呼び名、その豊かさや
生活における使い方への関心。

新たに発見された直筆原稿などを展示。

『日本昔話集 （上）』　　『退読書歴』
（当館蔵）

『山村生活の研究』　　 『こども風土記』
（当館蔵）

原稿 『大白神考』 序文
（当館蔵）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のちのかりことばのき

　いしがみもんどう

やなぎ　た　 くに    お

みん　ぞく　　がく　　しゃ

『野草雑記 ・
野鳥雑記』
（当館蔵）
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